




























































して４週間 / 180 時間分）を校外の施設（学校・保育所・老人福祉施設・病院・保健所・
自衛隊など）で行っております。
　私の前職においても様々な大学・短期大学・専門学校・高校が実習に訪れ、指導をして
おりましたが同じ管理栄養士課程養成施設の大学間だけでも知識や意欲などに差があるこ
とを常に疑問に感じておりました。この研究に着手して３年目になりますが研究を進めて
いく中でやはり学生の資質だけではなく教育プログラムによる内容が臨地実習に対する意
欲や学習法に大きく影響していると考えられます。現在は学内のみのデーター収集による
解析ですが、今後は同じ管理栄養士課程養成施設校との共同研究にしていきたいと考えて
おります。
［教育に関する抱負］
　現在担当している給食経営管理分野は管理栄養士国家試験受験資格のための必須科目である
ことから、国家試験対策対応の内容を含めていくことは不可欠になります。しかし、それと同
等もしくはそれ以上に学生に給食経営管理に対する問題意識を持ちその問題を解決する能力や
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柔軟性、応用力、展開力を高めることができるよう導くことに主眼を置き現在指導にあたって
おります。ですので、日頃の教育で特に意識していることとして、できるだけわかりやすい説
明を行うために、①なぜこの内容を取り上げているのか、具体例を交えて話す、②学科の他の
講義の科目名や臨地実習の内容を盛り込み、学生自身にその時学んだ内容を思い出させ述べて
もらうことで机上の文章と実践を結びつける、③なるべく平易な言葉で身の回りの例を交えて
説明するといった指導を実践しています。給食経営管理論は関連法規の多さももちろんです
が、多種の数値を扱うため計数処理に関わる内容も扱います。ですが、多くの学生は計数管理
に対して苦手意識を持ち、自主学習を避けている傾向が見受けられるため演習方式も取り入れ、
理解できるようにアプローチしております。
　本学健康栄養学科の半数以上が毎年給食経営管理に関わる職種に就職していきます。ですの
で、少しでも「現場のわかる管理栄養士」「給食経営管理を大切に考え働く管理栄養士」を１
人でも多く社会に輩出できるようまだまだ微力ではありますが全力でフォローしていく所存で
す。
　今後も大学職員の皆様・学生たちと協力しながら、講義や実習に改善を続け、「尚絅学院大
学の学生は学習意欲が高く、実践力も持っている」と社会で評価されるように頑張りたいと思
います。 
３年前に掲げた抱負を再び
野　田　奈 津 実（健康栄養学科講師）
私の研究とそのきっかけ
　大学・大学院で私が行っていたのは、歩行中のエネルギー消費量に関する研究だった。管理
栄養士を目指していた私が、なぜ食品や栄養ではなく運動についての研究を選んだのかという
と、ただ単純に「私だったら、減量するにしてもおやつ制限は耐えられない。それなら数駅分
歩く方がいい」と思ったからだ。大学時代の私は、病院もしくは行政の栄養士を目指していて、
栄養面だけでなく運動面からの指導や提案ができる管理栄養士になりたいと考えていた。
　管理栄養士は、栄養についてはもちろんのこと、その栄養が含まれる食品、調理法、身体の
構造や生理機能、疾病、公衆衛生など非常に幅広い知識が求められ、その知識をもとに栄養管
理・指導・調理を行う仕事である。大学で習う広範囲の知識を断片的なものではなく、科目・
分野の枠を越えて総合的に考える力が必要とされるのだ。
　2010 年夏、尚絅学院大学で講師の募集があると知り、履歴書や業績調書と共に送った「今
後の教育・研究に関する抱負」に、私はこう書いた。
　私は、“学ぶことに対して受動的にならない”そして“専門知識だけで満足せず、様々なこ
とに興味を持つ”者が、優秀な管理栄養士になると考えています。そのような向学心のある学
生を育てるためにも、学ぶ楽しさを感じられるような授業を行いたいと思います。
